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決まったことがら

条

例

議

決

2

　
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　

町
営
牧
場
で
牧
場
作
業
員
が
職

務
上
町
有
車
両
を
運
転
中
、
道
道

の
交
差
点
に
お
い
て
、
一
時
停
止

を
し
、
左
右
を
確
認
し
て
か
ら
、

道
道
上
風
蓮
大
別
線
方
向
へ
直
進

し
た
と
こ
ろ
、
太
田
方
面
か
ら
直

進
し
て
き
た
相
手
方
の
車
両
と
衝

突
し
、
車
体
全
体
に
破
損
を
与
え

た
事
故
で
、
人
身
と
物
損
の
事
故

で
、
車
両
に
対
す
る
賠
償
額
を
16

万
６
１
９
４
円
と
決
定
し
ま
し
た
。

（
町
の
過
失
割
合
90
％
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
）

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て工
事
名　

太
田
門
静
間
道
路
改
良

舗
装
工
事

請
負
金
額　

２
億
９
３
２
２
万
円

請
負
契
約
者　

株
式
会
社
宮
原
組

　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
）

　
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い

て
　

平
成
29
年
９
月
14
日
に
議
決
し

た
「
床
潭
末
広
間
地
す
べ
り
対
策

工
事
」
に
つ
い
て
請
負
金
額
を
１

億
３
５
０
０
万
円
か
ら
１
億
３
５

４
９
万
６
８
０
０
円
へ
変
更
す
る

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

可
決
し
ま
し
た
。　
（
全
会
一
致
）

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
）

厚
岸
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
）

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
）

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

医
師
の
定
年
年
齢
を
引
き
上
げ

て
70
歳
ま
で
就
労
年
限
を
延
長
す

る
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
）

厚
岸
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

保
険
税
の
使
途
の
変
更
と
、
北

海
道
か
ら
示
さ
れ
た
平
成
30
年
度

の
市
町
村
ご
と
の
「
国
民
健
康
保

険
事
業
費
納
付
金
」
及
び
「
標
準

保
険
料
率
」
を
基
に
、
保
険
税
率

の
改
定
を
行
う
た
め
の
改
正
を
行

い
ま
し
た
。　
　
　
（
全
会
一
致
）

厚
岸
町
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整

基
金
条
例

　

保
険
税
の
収
入
額
に
不
足
が
生

じ
る
と
き
な
ど
に
、
年
度
間
の
保

険
税
の
平
準
化
及
び
財
源
調
整
機

能
を
確
保
す
る
た
め
、
新
た
に
基

金
を
設
置
す
る
条
例
を
可
決
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
）

厚
岸
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
申
込

み
の
際
に
必
要
と
し
て
い
る
支
給

認
定
証
に
つ
い
て
、
保
護
者
等
か

ら
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
の
み

交
付
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
ほ
か
必
要
な
規
定
の

整
備
を
行
う
改
正
を
可
決
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
）

厚
岸
町
乳
幼
児
等
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例
及
び
厚
岸
町
重
度

心
身
障
害
者
及
び
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

少
子
化
へ
の
対
策
と
し
て
、
満

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
者
に
つ
い
て
、

医
療
費
の
無
料
化
を
実
施
す
る
た

め
の
改
正
な
ど
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
）

厚
岸
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

本
町
が
保
険
料
を
徴
収
す
べ
き

被
保
険
者
の
対
象
者
を
変
更
す
る

改
正
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
）

厚
岸
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
に
つ

い
て
改
正
が
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

必
要
な
改
正
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
）

厚
岸
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

国
の
事
業
基
準
の
変
更
に
よ
り

必
要
な
改
正
を
行
い
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
）

厚
岸
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の

事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指

定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護

予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の

方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
の
事
業
基
準
の
変
更
に
よ
り

必
要
な
改
正
を
行
い
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
）

厚
岸
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
の
事
業
基
準
の
変
更
に
よ
り

必
要
な
改
正
を
行
い
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
）

第1回定例会第1回定例会
　第１回定例会は、去る３月７日招集され、14日間（休会日４日を含む）の会期で行われ、３日間の会期を残して閉会
しました。
　町長の町政執行方針と教育長の教育行政執行方針の説明後、７名が一般質問で町政全般についてただしました。
　また、各議案の審議が行われ、平成29年度補正予算及び平成30年度予算については、それぞれ特別委員会にお
いて審査が行われました。

決
ま
っ
た

こ
と
が
ら

決
ま
っ
た

こ
と
が
ら



3

決まったことがら

報

告

申

出

意
見
書

　議会だよりを朗読・録音し、希望者に
テープの貸出をいたします。お気軽に
お申し付けください。
　　●詳細は、町役場内 議会事務局まで
　　　　　　　　　　TEL52－3131

『声の議会だより』を発行しています

厚
岸
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支

援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
の
事
業
基
準
の
変
更
に
よ
り

必
要
な
改
正
を
行
い
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
）

厚
岸
町
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
の
実
施
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
の
事
業
基
準
の
変
更
に
よ
り

必
要
な
改
正
を
行
い
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
）

厚
岸
町
営
牧
場
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

整
備
を
進
め
て
い
た
町
営
牧
場

の
隔
離
用
牛
舎
が
完
成
し
た
こ
と

か
ら
、
施
設
の
種
類
及
び
内
容
を

規
定
し
た
表
に
、
隔
離
用
牛
舎
１

棟
を
加
え
る
改
正
を
可
決
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
）

厚
岸
町
漁
業
近
代
化
資
金
利
子
補

給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
の
維

持
・
発
展
に
必
要
不
可
欠
な
漁
船

等
の
近
代
化
を
行
う
漁
業
者
等
へ

の
支
援
を
拡
充
す
る
た
め
、
保
証

料
補
助
の
特
例
措
置
を
追
加
す
る

改
正
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
）

厚
岸
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
定
資
産
税
評
価
額
の
評
価
替

え
と
地
価
に
対
す
る
賃
料
の
水
準

の
変
動
等
を
踏
ま
え
、
国
の
占
用

料
が
改
訂
さ
れ
た
ほ
か
、
占
用
面

積
等
の
端
数
の
処
理
方
法
が
変
更

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
改
正
を
可

決
し
ま
し
た
。　
　
（
全
会
一
致
）

厚
岸
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

町
の
都
市
公
園
に
お
け
る
施
設

の
状
況
及
び
今
後
の
整
備
計
画
を

考
慮
し
た
改
正
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
）

厚
岸
町
学
校
林
設
定
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

現
状
に
即
し
た
内
容
に
改
め
、

学
校
林
の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て

新
た
に
規
定
す
る
た
め
の
改
正
を

可
決
し
ま
し
た
。（
全
会
一
致
）

厚
岸
町
介
護
老
人
保
健
施
設
基
金

条
例

　

現
状
に
あ
っ
た
予
算
措
置
を
図

る
た
め
、
前
年
度
繰
越
金
を
基
金

に
積
み
立
て
て
運
用
す
る
こ
と
で
、

今
後
の
管
理
運
営
上
の
資
金
不
足

が
生
じ
た
際
に
基
金
か
ら
財
源
充

当
を
図
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

基
金
を
設
置
す
る
条
例
を
可
決
し

ま
し
た
。　
　
　
　
（
全
会
一
致
）

厚
岸
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の

事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

　

国
の
事
業
基
準
の
変
更
に
よ
り

必
要
な
改
正
を
行
い
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
）

厚
岸
町
デ
マ
ン
ド
バ
ス
条
例

　

日
常
生
活
を
支
え
る
交
通
手
段

の
確
保
を
し
、
住
民
福
祉
の
増
進

に
資
す
る
た
め
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス

を
設
置
す
る
条
例
を
可
決
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
）

厚
岸
町
ス
ク
ー
ル
バ
ス
条
例

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
住
民
利
用
に

お
い
て
デ
マ
ン
ド
バ
ス
と
同
様
に

予
約
型
の
有
償
運
行
を
実
施
す
る

た
め
の
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
）

　
教
育
長
行
政
報
告

平
成
30
年
度
か
ら
の
高
知
小
学
校

の
休
校
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
専
決
処
分
事
項
の
報
告

　

平
成
29
年
度
厚
岸
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
７
回
目
）
を
承
認
し

ま
し
た
。

　
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書

　

総
務
産
業
常
任
委
員
会
、
厚
生

⑵
議
会
の
会
議
規
則
・
委
員
会
に

関
す
る
条
例
等
に
関
す
る
事
項

⑶
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項

⑷
そ
の
他
本
委
員
会
所
管
に
関
す

る
事
項

防
災
・
減
災
対
策
の
更
な
る
強
化

を
求
め
る
意
見
書

﹇
提
出
者　

大
野
利
春　

議
員
﹈

　

本
意
見
書
は
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
、
衆
・
参
両
院
議
長
及
び

関
係
行
政
機
関
に
送
付
さ
れ
ま
し

た
。

文
教
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営

委
員
会
か
ら
、
次
の
定
例
会
ま
で

の
閉
会
中
に
お
け
る
継
続
調
査
の

申
し
出
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

各
委
員
会
の
調
査
事
項
は
次
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

⑴
総
務
及
び
防
災
に
関
す
る
事
項

⑵
財
政
及
び
税
に
関
す
る
事
項

⑶
財
産
に
関
す
る
事
項　
　
　

⑷
商
工
・
労
政
及
び
観
光
に
関
す

る
事
項

⑸
農
業
、
林
業
、
畜
産
及
び
水
産

業
に
関
す
る
事
項

⑹
土
木
、
建
築
及
び
都
市
計
画
に

関
す
る
事
項

⑺
出
納
に
関
す
る
事
項　
　
　

⑻
他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属

し
な
い
事
項

　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

⑴
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
事
項

⑵
介
護
保
険
に
関
す
る
事
項　

⑶
民
生
及
び
福
祉
に
関
す
る
事
項

⑷
保
健
衛
生
及
び
生
活
環
境
に
関

す
る
事
項

⑸
上
下
水
道
に
関
す
る
事
項　

⑹
学
校
教
育
、
社
会
教
育
及
び
生

涯
学
習
に
関
す
る
事
項

⑺
そ
の
他
厚
生
及
び
文
教
に
関
す

る
事
項

　
議
会
運
営
委
員
会

⑴
議
会
運
営
に
関
す
る
こ
と　
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委員会の活動状況

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　
第
１
回
（
２
月
８
日
）

①
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書
に

　

つ
い
て

②
漁
業
近
代
化
資
金
の
支
援
拡
充

　

に
つ
い
て

③
ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
に
つ
い

　

て
④
町
有
施
設
煙
突
用
断
熱
材
ア
ス

　

ベ
ス
ト
含
有
分
析
調
査
結
果
と

　

そ
の
対
応
に
つ
い
て

⑤
平
成
30
年
度
の
主
な
建
設
事
業

　

に
つ
い
て

▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
第
１
回
（
１
月
22
日
）

①
道
内
行
政
視
察
報
告
書
に
つ
い

　

て

　
第
２
回
（
２
月
14
日
）

①
視
察
報
告
書
に
つ
い
て

　
第
３
回
（
２
月
28
日
）

①
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書
に

　

つ
い
て

　

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
が
閉
会

中
に
実
施
し
た
行
政
視
察
に
つ
い

て
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
了
承

さ
れ
ま
し
た
。

　

視
察
日
程
、
視
察
先
及
び
調
査

事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

10
月
11
日
㈬

音
威
子
府
村

①
美
術
工
芸
高
校
の
設
立
経
過
と

　

運
営
状
況
に
つ
い
て

②
学
校
施
設
及
び
学
生
寮
の
現
地

　

視
察

10
月
12
日
㈭

下
川
町

①
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取

　

組
（
産
業
か
ら
福
祉
の
充
実
の

　

取
組
）

②
超
高
齢
化
へ
の
対
応

奈
井
江
町

①
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

　

宅
に
つ
い
て

10
月
13
日
㈮

東
川
町

①
小
学
校
か
ら
の
英
語
教
育
の
充

　

実
②
移
住
・
定
住
化
の
取
組

各
常
任
委
員
会
の

活
動
状
況

各
常
任
委
員
会
の

活
動
状
況

各
常
任
委
員
会
の

活
動
状
況

﹇
平
成
30
年
1
月
1
日
か
ら

　
　
平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で
﹈

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

先
進
地
行
政
視
察

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

先
進
地
行
政
視
察

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

先
進
地
行
政
視
察
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新年度予算

平成30年度 各会計予算の主な内容
一 般 会 計 （単位：千円）

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

役場庁舎設備整備事業
厚岸情報ネットワーク整備事業
厚岸情報ネットワーク共聴巻き取り整備事業
総合行政情報システム整備事業
地域おこし協力隊住宅整備事業
地域公共交通車両整備事業
（仮称）湖北地区保育所建設事業
厚岸保育所移転改築事業
斎場整備事業
ごみ焼却処理場整備事業
中山間地域等直接支払事業
多面的機能支払交付金事業
畜産クラスター推進事業
矢臼別演習場周辺農業用機械等整備事業
町営牧場整備事業
町営牧場管理用器械整備事業
道営釧路太田東部地区草地整備事業
道営釧路太田西部地区草地整備事業
森林整備地域活動支援交付金事業
造林事業
町道歩道改修事業
筑紫恋道路整備事業
床潭末広間道路整備事業
太田門静間道路整備事業（29国債）
太田門静間道路整備事業（30国債）
太田２号道路防雪柵整備事業
別寒辺牛川水系治水砂防施設整備事業
別寒辺牛川水系治水砂防施設整備事業（29国債）
別寒辺牛川水系治水砂防施設整備事業（30国債）
奔渡川改修事業
住宅供給公社きのこ菌床栽培新規着業者住宅譲渡償還金
町営住宅奔渡団地整備事業
町営住宅建設事業
津波避難階段整備事業
防災行政無線整備事業（デジタル化）
消防自動車整備事業
温水プール整備事業

30,817
14,128
73,084
61,240
26,180
10,718
58,523
27,622
19,581
14,167
103,561
15,314
88,575
82,318
142,444
19,627
23,750
15,125
12,950
49,645
10,000
11,000
415,000
257,875
18,178
30,600
45,371
135,619
20,122
25,200
10,337
13,544
22,305
172,551
329,180
20,965
22,184

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

釧路町村会
地方公共団体情報システム機構
北海道市町村備荒資金組合
地域おこし協力隊隊員活動費助成
釧路・根室広域地方税滞納整理機構
戸籍総合システム共同運用負担金
民生委員児童委員協議会
社会福祉協議会
社会福祉センター運営費
社会福祉センター大規模改修借入返済助成
社会福祉センター増改築借入返済助成
施設維持管理費負担金
子ども発達支援センター
地域活動支援センター運営費
敬老会
介護保険利用者負担軽減措置
社会福祉協議会（老人福祉施設補助金）
北海道後期高齢者医療広域連合
各自治会助成
地方バス路線助成
自治会活動活性化助成
自主防災組織活動活発化助成
施設型給付費負担金
保育料助成
釧根広域救急医療確保負担金
厚岸郡救急医療確保負担金
子どもインフルエンザワクチン予防接種費用助成
水道事業会計補助金
病院事業会計負担金
別寒辺牛川・ホマカイ川流域環境保全協議会
農業経営基盤強化資金利子補給
野生鳥獣被害対策協議会
北海道漁港漁場協会
日本水難救済会厚岸救難所
漁業近代化資金利子補給
商工会補助金
小規模商工業者設備近代化資金利子補給
小規模商工業者設備近代化資金保証料
中小企業融資利子補給
中小企業融資保証料
住宅用太陽光発電システム設置奨励費
ハッピーブライダル奨励費
厚岸観光協会
観光プロモーション実行委員会
住宅省エネ・バリアフリー改修補助金
住宅新築助成
住宅リフォーム助成
釧路東部消防組合
町立教育研究所
通学バス定期券購入助成
スポーツ振興助成

2,044
2,075
5,000
6,312
4,826
4,908
3,184
23,425
1,678
4,557
2,319
1,140
3,500
5,488
6,255
1,410
11,662
118,520
1,444
15,260
3,200
3,300
29,788
8,953
1,816
15,224
2,153
10,870
388,433
1,000
2,113
3,068
2,308
1,100
4,179
13,970
1,084
1,012
1,699
5,446
1,200
1,000
5,009
1,644
1,000
2,000
6,000

291,218
1,550
4,296
1,500

投　資　的　経　費  （事業費 1,000万円以上） 負担金補助及び交付金 （経常経費で金額 100万円以上）
区　　分 事　　　  業　　　  名 事業費

特別会計・企業会計 （事業費1,000万円以上）

水道事業費 糸魚沢地区配水管整備事業 14,500
区　　分 事　　　  業　　　  名 事業費

建設改良費
配水管布設替等事業
設備整備事業
メーター設備費（検満）

43,926
19,850
37,314

区　　分 事　　　  業　　　  名 事業費

建設改良費
器械備品購入費
中央監視盤改修工事
病院総合管理システム他

25,218
17,982
17,949

区　　分 事　　　  業　　　  名 事業費

下水道事業費 公共下水道工事費
車両購入

211,546
12,420

区　　分 事　　　  業　　　  名 事業費

金　額区　　分 交 付 団 体 名 等

（単位：千円）

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

水 道 事 業 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

病 院 事 業 会 計
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補 正 予 算

平成29年度３月補正予算の主な内容 （補正額300万円以上） （単位：千円）
項　　　 　　　　　　　　目 補 正 前 予 算 今 回 補 正 補 正 後 予 算

一般会計（８回目）
減債基金積立金
地域づくり推進基金積立金
社会福祉協議会補助金
国民健康保険特別会計操出金
障害者（児）介護・訓練等給付介護給付費
病院事業会計負担金
病院事業会計補助金
環境保全基金積立金
矢臼別演習場周辺農業用施設等整備事業
道営釧路太田東部地区草地整備事業
道営釧路太田西部地区草地整備事業
道営セタニウシ地区公共牧場整備事業
町営牧場消耗品費
森林整備地域活動支援交付金
厚岸味覚ターミナル施設設備工事費
町道除雪委託料
別寒辺牛川水系治水砂防施設整備事業土砂生産源対策実施設計委託料
下水道事業特別会計操出金
宮園公園改修補修工事費

歳入・歳出の総額
国民健康保険特別会計（３回目）
一般被保険者療養給付費
一般被保険者高額療養費
退職被保険者等高額療養費
保険財政共同安定化事業拠出金
国民健康保険財政調整基金積立金

歳入・歳出の総額
簡易水道事業特別会計（３回目）

歳入・歳出の総額
下水道事業特別会計（２回目）

歳入・歳出の総額
介護保険特別会計（３回目）
施設介護サービス給付費
特定入所者介護サービス費

歳入・歳出の総額
後期高齢者医療特別会計（３回目）
後期高齢者医療広域連合負担金

歳入・歳出の総額
介護老人保健施設事業特別会計（３回目）

歳入・歳出の総額
水道事業会計（２回目）
収益的支出の総額
病院事業会計（２回目）
収益的支出の総額

9,510,176

1,725 ,964

75,295

689,334

1,045 ,211

141,888

82,210

275,099

1,215 ,562

130,000
154,900
△ 3,560
59,431
△ 3,190
△ 3,491
76,290
10,700
△ 7,806
△ 7,432
△ 3,474
△ 3,852
△ 6,901
△ 3,918
△ 4,582
59,062
△ 5,961
△ 3,093
△ 3,953
384,623

△ 16,663
△ 3,400
 4 ,421

△ 18,111
30,000

△ 26,856

895

△ 2,657

△ 6,908
△ 4,208
△ 7,419

△ 3,631
△ 3,671

17,712

771

18,359

9,894 ,799

1,699 ,108

76,190

686,677

1,037 ,792

138,217

99,922

275,870

1,233 ,921
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一 般 質 問

安
心
し
て
利
用
で
き
る

介
護
保
険
事
業
に

佐
々
木
亮
子
議
員

問　
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
改
革
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
要
介

護
認
定
へ
の
影
響
は
で
な
い
の
か
。

答　
要
介
護
状
態
の
維
持
改
善
の

度
合
い
を
評
価
し
て
お
こ
な
う
事

業
で
あ
り
、
要
介
護
認
定
を
受
け

る
に
あ
た
っ
て
の
基
準
を
変
え
る

も
の
で
は
な
い
た
め
、
影
響
は
な

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
で
、
訪
問

回
数
が
一
定
数
を
超
え
る
と
届
出

が
義
務
付
け
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
利
用
者
へ
の
影
響
は
で
な
い

の
か
。

答　
訪
問
回
数
の
基
準
は
、
国
が

４
月
に
定
め
10
月
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な

基
準
は
今
後
示
さ
れ
る
た
め
、
影

響
が
ど
の
程
度
に
な
る
か
判
断
で

き
て
い
な
い
が
、
一
方
的
に
サ
ー

ビ
ス
を
打
ち
切
る
も
の
で
は
な
く
、

利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
を
検
討

し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　
地
域
包
括
ケ
ア
で
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
が
重

要
に
な
る
と
考
え
る
が
、
体
制
は

で
き
て
い
る
の
か
。

答　
専
門
職
の
配
置
を
５
名
体
制

と
し
て
お
り
、
今
後
の
機
能
強
化

に
も
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
け

る
と
考
え
て
い
る
。

問　
地
域
包
括
支
援
ケ
ア
の
取
組

で
、
人
材
不
足
で
あ
る
介
護
従
事

者
の
過
重
労
働
が
危
惧
さ
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
介
護
保
険
事
業
者
と
行
っ
た

意
見
交
換
会
で
、
人
材
確
保
も
資

質
向
上
も
、
非
常
に
難
し
く
、
大

き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
、
と
ほ

と
ん
ど
の
事
業
所
か
ら
だ
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
状
況
が
続
く
と
介
護

従
事
者
の
負
担
は
増
加
し
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
に
影
響
が
で

る
と
心
配
し
て
い
る
。

問　
今
後
、
介
護
従
事
者
の
処
遇

改
善
や
地
域
・
自
治
体
・
多
職
種

連
携
が
重
要
に
な
る
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

答　
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
に

つ
い
て
は
、
国
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、各
事
業
者
と
も
連
携
し
、

有
効
な
対
策
に
つ
い
て
模
索
し
て

い
き
た
い
。
多
職
種
連
携
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
関
係
機
関

や
事
業
所
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
て

い
る
が
、
さ
ら
に
、
平
成
30
年
度

よ
り
「
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推

進
事
業
」
を
実
施
す
る
。
ま
た
、

釧
路
圏
域
地
域
医
療
構
想
調
整
会

議
等
の
中
で
、
情
報
収
集
や
連
携

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

防
災
・
安
全

対
策
に
つ
い
て

問　
国
は
、
今
後
懸
念
さ
れ
る
大

規
模
地
震
に
備
え
事
前
対
策
と
し

て
、
宅
地
擁
壁
等
の
危
険
度
調
査

と
防
災
対
策
を
新
年
度
か
ら
支
援

す
る
と
し
て
い
る
が
、
当
町
と
し

て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答　
こ
の
度
、
危
険
度
調
査
に
よ

り
所
有
者
に
気
づ
き
を
与
え
、
所

有
者
自
身
に
よ
る
補
修
・
耐
震
化

を
促
す
こ
と
、
危
険
な
擁
壁
等
の

防
災
対
策
に
よ
り
、
避
難
路
等
の

安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
小
規
模
な
宅
地
も
事
前
対
策

の
支
援
が
可
能
と
な
る
の
で
、
ま

ず
、
対
象
箇
所
を
把
握
す
る
必
要

が
あ
る
。
現
在
、
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
の
中
で
は
、
直
ち
に
危
険
と
思

わ
れ
る
箇
所
は
確
認
し
て
い
な
い

が
、
引
続
き
、
対
象
と
な
る
箇
所

の
把
握
に
務
め
て
い
く
。

問　
同
じ
く
国
か
ら
示
さ
れ
た
、

学
校
等
の
防
災
拠
点
機
能
強
化
と

通
学
路
等
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、

当
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答　
現
在
、
学
校
と
し
て
は
、
耐

震
化
事
業
は
実
施
し
て
い
る
が
、

防
災
拠
点
機
能
強
化
は
行
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
は
必
要
に

応
じ
て
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
通
学
路
の
安
全
対
策

は
、
毎
年
、
歩
道
の
安
全
性
や
道

路
標
識
等
の
確
認
及
び
経
路
上
に

障
害
物
等
が
な
い
か
点
検
を
行
い

通
学
路
と
し
て
決
定
し
て
い
る
。

決
定
後
、
交
通
安
全
４
課
会
議
、

厚
岸
町
通
学
路
安
全
推
進
会
議
で

合
同
点
検
を
実
施
し
厚
岸
町
通
学

路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定

し
、
継
続
的
に
安
全
対
策
に
務
め

て
い
る
。
今
後
も
関
係
各
課
や
関

係
機
関
と
連
携
し
、
適
切
に
安
全

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
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一 般 質 問

佐
藤
綾
乃
さ
ん
に

栄
誉
賞
を

南
谷
　
健
議
員

養育者の居住要件を廃止し、第 1 子から一律
100,000 円の祝金を支給する  

子ども医療費の一部をその保護者に助成
（一定の要件を満たす満18歳に達する以後の
最初の3月31日までの者の医療費を無料化）　
注：平成30年度については、６カ月分の予算計上

重度心身障害者並びにひとり親家庭等の母又
は父及び児童に対し、医療費の一部を助成
（一定の要件を満たす満18歳に達する以後の
最初の3月31日までの者の医療費を無料化）　
注：平成30年度については、６カ月分の予算計上

斡旋物以外の教材購入について原則全額公費
負担することとし、更なる保護者負担軽減を
図る。　（助成額については、学年毎に算出）

平成30年度は新たに、クラブ活動費、生徒会
費、ＰＴＡ会費を支給する。支給項目が増え
ることにより、対象世帯の経済的負担が軽減
される。（小学校はＰＴＡ会費にのみ対象）

養育者が厚岸町に１年以上居住していることを条件とし、
第3子50,000円、第4子以降100,000円の祝金を支給する

乳幼児等医療費の一部をその保護者に助成                                
（小学生までの医療費を無料化）

重度心身障害者並びにひとり親家庭等の母
又は父及び児童に対し、医療費の一部を助成
（小学生までの医療費を無料化）

学校で使用する教材購入への経費として、一人
あたり小学生3,500円、中学生7,000円を上限とし
て助成し、保護者の経済的負担を軽減する。

準要保護世帯には、学用品費、通学用品費、校
外活動費、体育実技用具費、修学旅行費など
を支給、対象世帯の経済的負担を軽減してい
る。

次世代育成出産祝金

乳幼児等医療費の助成
（H30から、名称を子
ども医療費の助成に
改める）

重度心身障害者及び
ひとり親家庭等医療
費の助成

学校教材購入費保
護者負担軽減

要・準要保護児童
生徒就学援助費

乳児を養育する保護者に5,000円分のハイヤー券を交付し、乳児と外出することへの経済的・身体的負担を軽減する

社会福祉協議会で実施しているファミリーサポート事業の利用料の1/2を助成する

修学旅行を実施する学年の児童生徒の保護者に対して、修学旅行に要する対象経費の1/2を助成し保護者の負担軽減をする

学校図書館の活性化と児童の読書活動支援のため、非常勤学校司書１名を小学校に配置する

夏休み・冬休みを利用し、中学生・高校生を対象に無料でパソコン講座を実施する

子育て応援交通費助成

ファミリーサポート利用料助成

修学旅行費助成事業

学校司書配置

中学生、高校生パソコン講座事業

+4,100

+6,222

+338

+3,366

+2,869

+16,895

+22,711

差額
（千円）

差額
（千円）

+266

+47

+2,787

+2,500

+216

+5,816

83,988

89,804

小　　計（B）

ソフト事業計（A+B）

小　　　　計

事 業 名 称 事　業　概　要（H30当初予算）

H29
事　業　概　要

H30当初予算
事　業　概　要

事 業 名 称

67,093

5,816小　　　　計

１
新　

規　

事　

業

拡　

充　

事　

業

2

3

4

5

１

2

3

4

5

【子育て支援事業（ソフト事業）】別図

問　
佐
藤
綾
乃
さ
ん
の
ピ
ョ
ン
チ

ャ
ン
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
活
躍

は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

を
４
回
開
催
す
る
な
ど
、
町
民
に

希
望
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
功
績
は
、
本
町
の
誉
れ

で
あ
り
、
こ
の
快
挙
に
ふ
さ
わ
し

い
対
応
が
必
要
で
は
。
ま
た
、
凱

旋
パ
レ
ー
ド
や
祝
賀
会
の
待
望
論

が
あ
り
実
施
し
な
い
の
で
す
か
。

答　
佐
藤
選
手
は
パ
シ
ュ
ー
ト
で

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
を
マ
ー

ク
し
、
金
メ
ダ
ル
に
輝
く
快
挙
を

成
し
遂
げ
た
功
績
は
大
き
く
日
頃

の
努
力
の
結
実
は
、
町
民
は
じ
め

国
民
に
感
動
と
夢
と
希
望
を
与
え

た
と
し
て
祝
福
し
、
町
の
特
別
表

彰
制
度
の
最
上
位
「
栄
誉
賞
」
を

授
与
し
ま
す
。
な
お
佐
藤
選
手
を

応
援
す
る
会
が
中
心
と
な
り
３
月

24
日
午
後
か
ら
凱
旋
パ
レ
ー
ド
と

祝
賀
会
を
開
催
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問　
町
長
は
平
成
30
年
度
の
目
玉

事
業
と
し
て
子
育
て
支
援
策
を
掲

げ
て
い
ま
す
が
、
現
状
と
比
較
し

て
何
が
ど
の
よ
う
に
変
り
、
財
政

負
担
は
ど
の
位
に
な
り
ま
す
か
。

答　
ハ
ー
ド
面
は
厚
岸
保
育
所
移

転
改
築
事
業
で
２
０
２
０
年
改
築

に
向
け
基
本
設
計
や
用
地
造
成
、

地
質
調
査
費
で
２
７
６
２
万
円
を

予
算
計
上
。
ソ
フ
ト
面
で
町
独
自

の
新
規
助
成
５
事
業
（
詳
細
別

図
）
で
５
８
１
万
円
、
町
独
自
上

乗
せ
助
成
５
事
業
で
１
６
８
９
万

円
と
な
り
、
ソ
フ
ト
面
の
み
で
２

２
７
０
万
円
の
予
算
計
上
で
す
。

問　
子
育
て
支
援
は
、
本
町
の
将

来
を
鑑
み
る
に
必
要
不
可
欠
と
考

え
ま
す
。
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。
31
年
度
以
降
２

９
０
０
万
円
の
持
ち
出
し
と
な
り

ま
す
が
そ
の
財
源
は
。

答　
財
源
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
一

部
充
当
を
考
え
て
お
り
、
納
税
者

へ
も
使
い
途
の
開
示
に
努
め
、
し

っ
か
り
取
り
組
み
た
い
。

地
震
津
波
対
策
に
つ
い
て

問　
政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
は

千
島
海
溝
沿
い
で
は
、
根
室
沖
で

Ｍ
７
・
８
か
ら
８
・
５
程
度
の
地

震
が
30
年
以
内
に
起
き
る
確
率
が

70
％
か
ら
80
％
に
な
り
ま
し
た
。

関
係
機
関
と
の
連
携
な
ど
対
策
本

部
の
運
営
方
法
や
避
難
訓
練
は
ど

う
な
り
ま
す
か
。

答　
町
と
し
て
は
、
政
府
調
査
委

員
会
の
発
表
を
冷
静
に
受
け
止
め
、

北
海
道
で
は
内
閣
府
が
作
成
す
る

被
害
想
定
を
基
に
、
そ
の
結
果
次

第
で
津
波
浸
水
予
測
の
見
直
し
検

討
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
平
成
24

年
度
に
道
が
公
表
の
最
大
ク
ラ
ス

の
津
波
に
対
応
し
た
対
策
本
部
の

運
営
と
避
難
訓
練
を
行
っ
て
お
り
、

引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
し
、

避
難
率
向
上
に
向
け
取
り
組
み
を

進
め
た
い
。
発
生
率
が
引
き
上
げ

ら
れ
た
事
は
決
し
て
低
い
数
字
で

は
な
い
た
め
、
町
民
へ
日
頃
か
ら

自
助
や
共
助
を
意
識
し
、
災
害
に

備
え
て
欲
し
い
事
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
。

問　
本
町
は
大
き
な
防
潮
堤
が
無

く
、
防
災
指
導
は
自
分
の
命
は
自

分
で
守
る
事
が
一
番
大
切
で
す
。

大
災
害
時
の
対
策
本
部
運
営
訓
練

と
防
災
担
当
課
の
充
実
が
必
要
で

は
。

答　
本
部
運
営
は
重
要
で
あ
り
、

瞬
時
に
多
く
の
課
題
に
対
応
で
き

る
よ
う
私
は
じ
め
庁
内
新
た
な
気

持
ち
で
取
り
組
み
た
い
。

病
院
の
裏
側
出
入
口
に
つ
い
て

問　
町
立
病
院
の
駐
車
場
は
狭
く
、

裏
側
駐
車
場
を
余
儀
な
く
利
用
し

て
お
り
ま
す
。
こ
こ
の
引
き
戸
が

重
く
、
健
常
者
で
あ
れ
ば
問
題
あ

り
ま
せ
ん
が
、
障
が
い
の
あ
る
方

や
高
齢
者
、
車
椅
子
の
方
々
は
難

儀
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護

職
の
方
々
も
車
椅
子
を
押
し
て
雨

や
雪
の
日
は
大
変
で
す
。
正
面
玄

関
の
よ
う
に
自
動
ド
ア
に
す
る
な

ど
改
良
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

答　
利
用
状
況
を
確
認
し
前
向
き

に
検
討
し
た
い
。
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一 般 質 問

民
法
改
正
に
つ
い
て

堀
　
　
守
議
員

問　
１
２
０
年
ぶ
り
の
大
改
正
と

言
わ
れ
る
民
法
改
正
が
行
わ
れ
る
。

　

自
治
体
実
務
お
い
て
影
響
が
大

き
い
と
思
わ
れ
る
「
消
滅
時
効
に

関
す
る
見
直
し
、
保
証
に
関
す
る

見
直
し
、
約
款
に
関
す
る
規
定
の

新
設
、
意
思
能
力
制
度
の
明
文

化
」
に
つ
い
て
、
そ
の
影
響
と
対

策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
改
正
事
項
に

つ
い
て
、
影
響
が
あ
る
事
項
は
何

で
、
ど
こ
の
部
署
と
な
る
の
か
。

答  

消
滅
時
効
に
関
す
る
見
直
し

で
は
、
短
期
消
滅
時
効
が
廃
止
さ

れ
、
私
債
権
の
統
一
的
な
事
項
管

理
が
可
能
な
一
方
、
時
効
期
間
の

異
な
る
同
一
債
権
が
残
る
可
能
性

が
あ
り
、
新
旧
消
滅
時
効
の
混
同

を
避
け
る
対
策
が
必
要
と
な
り
、

担
当
職
員
の
研
修
等
に
よ
り
対
応

し
て
い
く
。

　

保
証
に
関
す
る
見
直
し
で
は
、

ま
ず
、
町
営
住
宅
借
受
契
約
に
付

さ
れ
る
連
帯
保
証
人
に
お
い
て
、

改
正
さ
れ
る
民
法
が
妨
げ
な
い
範

囲
に
お
い
て
そ
の
効
力
が
及
ぶ
と

す
る
こ
と
を
、
し
っ
か
り
と
連
帯

保
証
人
に
説
明
し
、
理
解
を
求
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。ま
た
、

中
小
企
業
等
に
資
金
を
貸
付
け
る

際
付
さ
れ
る
連
帯
保
証
人
の
場
合
、

借
受
人
か
ら
経
理
状
況
等
を
連
帯

保
証
人
に
情
報
提
供
す
る
義
務
が

規
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
適
切

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
事
務
に
影
響
が
出
る
も

の
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
個
人
を
保
証
人
と
し
た

場
合
、
極
度
額
を
設
け
る
よ
う
に

な
る
こ
と
か
ら
、
町
営
住
宅
の
入

居
に
当
た
り
連
帯
保
証
人
を
求
め

る
場
合
に
お
い
て
も
極
度
額
を
設

定
す
る
必
要
が
あ
り
、
規
定
の
整

備
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

約
款
に
関
す
る
規
定
の
新
設
に

つ
い
て
は
、
町
の
事
務
事
業
に
該

当
が
あ
る
の
か
調
査
が
終
わ
っ
て

お
ら
ず
、
示
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　

意
思
能
力
制
度
の
明
文
化
に
つ

い
て
は
、
重
度
の
認
知
症
な
ど
判

断
能
力
を
有
し
な
い
で
行
っ
た
契

約
等
の
法
律
行
為
は
無
効
で
あ
る

と
明
記
さ
れ
た
が
、
町
で
は
成
年

後
見
制
度
の
活
用
を
推
進
し
て
お

り
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
が

必
要
と
考
え
る
。

　

そ
の
他
改
正
事
項
に
関
す
る
影

響
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
総
務

課
で
法
改
正
に
対
応
す
る
た
め
の

準
備
作
業
を
、
４
月
か
ら
始
め
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
各
課
等
へ
の
照

会
や
細
部
に
わ
た
る
調
査
研
究
を

進
め
る
が
、
全
課
が
該
当
す
る
と

し
た
作
業
進
行
を
す
る
考
え
で
い

る
。

問　
民
法
改
正
に
係
る
条
例
等
の

改
正
は
必
要
と
な
る
の
か
、
そ
の

場
合
、
町
民
へ
の
充
分
な
周
知
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
、
議
会
へ
の

条
例
案
提
出
は
、
何
時
を
予
定
す

る
の
か
。

答  

現
時
点
で
条
例
改
正
が
必
要

と
な
る
の
は
、
法
定
利
率
制
度
の

改
正
に
伴
う
各
種
条
例
が
対
象
で

は
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
議
会
へ

の
提
出
時
期
は
、
こ
れ
以
外
の
条

例
改
正
の
必
要
に
つ
い
て
、
検
討

を
更
に
行
っ
た
上
で
決
定
し
て
い

き
た
い
。

厚
岸
町
中
小
企
業
振
興

基
本
条
例
に
つ
い
て

問　
平
成
23
年
４
月
か
ら
の
条
例

制
定
以
来
、
条
例
に
沿
う
形
の
ど

の
よ
う
な
施
策
が
講
じ
ら
れ
、
ど

の
よ
う
な
成
果
が
あ
が
っ
て
い
る

の
か
。

答  

経
営
の
革
新
及
び
創
業
の
促

進
と
し
て
、
厚
岸
町
新
産
業
創
造

等
事
業
助
成
規
則
を
制
定
し
、
町

内
事
業
者
が
レ
タ
ス
の
ハ
ウ
ス
水

耕
栽
培
事
業
、
民
宿
経
営
事
業
や

林
地
残
材
等
の
有
効
活
用
に
よ
る

オ
ガ
粉
生
産
事
業
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。
ま
た
、
商
工
会
指
導
支

援
の
も
と
、
国
の
も
の
づ
く
り
補

助
金
を
受
け
て
工
場
設
備
の
拡
大

や
新
た
な
工
作
機
械
等
の
導
入
を

図
る
な
ど
の
動
き
も
あ
る
。

　

新
技
術
等
を
利
用
し
た
事
業
活

動
の
促
進
で
は
、
釧
路
工
業
技
術

セ
ン
タ
ー
の
指
導
支
援
を
受
け
、

工
場
作
業
工
程
の
機
械
化
に
つ
い

て
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
所
が
あ

る
。

　

人
材
の
育
成
及
び
確
保
に
関
し

て
は
、
求
人
情
報
の
一
元
化
を
図

り
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用

し
支
援
し
て
い
る
と
と
も
に
、
地

方
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
制
度
の
承
認

を
取
得
し
て
、
雇
用
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
進
め
て
い
る
。

　

経
営
基
盤
の
強
化
に
つ
い
て
は
、

小
規
模
商
工
業
者
設
備
近
代
化
資

金
や
中
小
企
業
融
資
制
度
の
拡
充

を
図
り
、
釧
路
管
内
最
高
の
優
遇

支
援
策
を
講
じ
て
い
る
。

　

中
小
企
業
者
等
相
互
の
連
携
促

進
で
は
、
湖
北
商
業
連
合
会
、
商

店
会
、
あ
や
め
ス
タ
ン
プ
会
が
連

携
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

を
発
行
し
、
町
は
こ
れ
に
助
成
し

て
い
る
。

　

地
域
資
源
の
活
用
等
に
つ
い
て

は
、
町
内
全
体
で
６
次
産
業
化
を

図
る
動
き
が
活
発
化
し
て
お
り
、

コ
ン
キ
リ
エ
や
漁
協
直
売
店
で
の

取
り
扱
い
も
増
え
て
き
て
い
る
。

問　
条
例
に
は
、
町
、
中
小
企
業

者
、
大
企
業
者
、
町
民
等
そ
れ
ぞ

れ
に
役
割
が
定
め
て
い
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
認
識
が
低
い
と
思
わ
れ

る
が
ど
う
か
。

答  

本
条
例
は
精
神
条
例
的
要
素

が
強
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
す

べ
て
に
浸
透
し
て
い
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
今
後
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
更
な
る
推
進
を
図
っ
て

い
く
。

問　
地
域
未
来
投
資
促
進
法
に
基

づ
く
振
興
施
策
の
導
入
を
し
て
は

ど
う
か
。

答  

現
在
、
町
と
北
海
道
が
連
携

し
て
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
国
の
承
認
を
も
っ
て
、

各
種
施
策
を
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
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一 般 質 問

避
難
場
所
に
つ
い
て

中
川
孝
之
議
員

防犯カメラモニター

防犯カメラ

避 難 所

問　
報
道
に
よ
れ
ば
、
北
海
道
太

平
洋
側
の
千
島
海
溝
沿
い
で
、
30

年
以
内
に
巨
大
津
波
を
伴
う
Ｍ

８
・
８
以
上
の
巨
大
地
震
が
想
定

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
町
内

の
各
避
難
場
所
は
こ
れ
に
対
応
で

き
る
の
か
。

答　
町
が
平
成
25
年
３
月
に
作
成

し
た
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

東
日
本
大
震
災
を
受
け
北
海
道
太

平
洋
沿
岸
の
津
波
浸
水
予
測
図
を

見
直
し
た
も
の
で
、
太
平
洋
沖
で

Ｍ
９
・
１
の
巨
大
地
震
が
起
き
た

場
合
、
太
平
洋
沿
岸
に
最
大
で
30

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
津
波
が
押
し

寄
せ
る
想
定
で
、
避
難
場
所
は
こ

の
想
定
に
基
づ
き
浸
水
し
な
い
場

所
に
見
直
し
た
も
の
で
す
の
で
、

こ
の
度
の
Ｍ
８
・
８
以
上
の
巨
大

地
震
を
上
回
る
規
模
の
想
定
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
町
内
の
各
避
難
場

所
は
こ
れ
に
対
応
で
き
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

問　
町
民
の
安
全
を
確
保
し
、
道

内
外
の
観
光
客
に
対
し
て
「
安
全

・
安
心
な
町
」
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ

Ｒ
す
る
狙
い
で
、
積
極
的
な
設
置

を
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答　
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
、

ご
質
問
に
あ
る
よ
う
に
、
犯
罪
の

未
然
防
止
や
解
決
な
ど
、
安
心
・

安
全
の
確
保
に
役
立
つ
と
考
え
ら

れ
る
一
方
で
、
人
々
の
容
姿
等
を

撮
影
し
記
録
す
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
そ
の
必
要
性
を
認
め
な
が
ら

も
、
個
人
情
報
保
護
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
の
観
点
と
対
峙
す
る
と

い
う
課
題
も
抱
え
て
い
る
た
め
、

一
概
に
「
安
全
・
安
心
」
を
観
光

客
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
い
う
こ
と
に
は

な
ら
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

前
段
に
も
申
し
上
げ
た
個
人
情
報

保
護
な
ど
の
観
点
か
ら
、
設
置
の

目
的
、
撮
影
の
範
囲
、
管
理
及
び

運
用
の
体
制
、
画
像
の
適
正
管
理

な
ど
、
慎
重
か
つ
十
分
な
検
討
を

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

設
置
の
効
果
を
得
る
た
め
に
は
、

映
像
を
常
時
監
視
し
、
異
変
が
あ

っ
た
際
に
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
体

制
が
必
用
に
な
る
こ
と
か
ら
、
現

段
階
に
お
い
て
は
、
町
で
設
置
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
地

域
や
警
察
、
関
係
機
関
な
ど
と
連

携
を
密
に
し
、
引
き
続
き
速
や
か

な
情
報
提
供
や
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解

願
い
ま
す
。
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一 般 質 問

基
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て

石
澤
由
紀
子
議
員

問　
総
務
省
は
基
金
の
あ
り
方
に

つ
い
て
過
度
な
積
立
を
す
る
の
で

は
な
く
、
積
極
的
に
住
民
サ
ー
ビ

ス
、
ソ
フ
ト
事
業
な
ど
に
活
用
す

る
趣
旨
の
地
方
財
政
の
留
意
事
項

を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
基
金

に
よ
る
学
校
給
食
費
の
減
額
、
保

育
料
軽
減
、
介
護
、
国
保
へ
の
繰

入
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
活
用

し
て
は
ど
う
か
。

答　
目
的
に
沿
っ
て
基
金
を
設
置

し
、
活
用
し
な
が
ら
、
子
育
て
支

援
対
策
や
産
業
振
興
対
策
な
ど
、

町
民
要
望
に
応
じ
た
様
々
な
施
策

を
推
進
し
て
い
る
。
基
金
は
、
年

度
間
の
財
政
調
整
や
特
定
の
事
業

の
複
数
年
度
に
わ
た
る
安
定
的
な

運
営
等
の
た
め
に
設
け
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
今
後
の
社
会
保
障
や

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
等
に
要

す
る
経
費
の
増
加
、
災
害
等
の
予

期
せ
ぬ
事
態
へ
の
備
え
な
ど
、
様

々
な
実
情
を
想
定
し
、
基
金
の
確

保
・
運
用
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
今
後
も
、
社
会
情
勢
の
変

化
に
伴
う
様
々
な
行
政
課
題
に
対

応
し
、
安
定
的
な
財
政
運
営
を
推

進
す
る
た
め
、
基
金
残
高
の
確
保

と
適
正
な
運
用
に
努
め
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
に

つ
い
て

問  

低
所
得
者
へ
の
負
担
軽
減
と

合
わ
せ
て
、
全
国
知
事
会
の
要
請

な
ど
に
も
あ
る
が
、
子
育
て
支
援

の
観
点
か
ら
子
ど
も
の
均
等
割
の

減
免
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答  

均
等
割
の
減
免
に
つ
い
て
は
、

全
国
知
事
会
や
全
国
市
長
会
の
ほ

か
一
部
の
地
方
自
治
体
か
ら
国
に

対
し
て
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
他
の
保
険
制
度

と
の
公
平
性
を
保
ち
つ
つ
国
の
負

担
に
よ
り
、
減
免
及
び
軽
減
の
見

直
し
を
検
討
さ
れ
る
よ
う
要
請
し

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
北
海

道
の
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
に

あ
る
よ
う
に
、
保
険
税
の
減
免
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
市
町
村
に
お

け
る
運
用
に
配
慮
し
な
が
ら
、
基

準
の
統
一
化
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
厚
岸
町

単
体
で
新
た
な
減
免
制
度
を
創
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

不
妊
治
療
助
成
に

つ
い
て

問  

町
で
も
不
妊
治
療
へ
の
助
成

の
拡
充
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
不

妊
治
療
を
行
う
病
院
が
近
く
に
な

く
、
治
療
に
当
っ
て
の
交
通
費
の

負
担
が
大
き
い
。
通
院
に
係
る
交

通
費
へ
の
助
成
を
考
え
ら
れ
な
い

か
。

答  

不
妊
治
療
を
行
う
指
定
医
療

機
関
は
、
道
内
に
29
か
所
あ
る
が

そ
の
う
ち
道
央
圏
が
22
か
所
で
中

で
も
札
幌
市
に
集
中
し
て
い
る
。

ま
た
、
一
回
の
治
療
に
は
一
ヶ
月

半
か
ら
二
ヶ
月
半
か
か
り
、
そ
の

間
に
検
査
や
治
療
で
頻
繁
に
通
院

す
る
必
要
が
あ
り
、
釧
路
管
内
に

指
定
医
療
機
関
が
な
い
こ
と
は
、

治
療
を
受
け
る
人
に
と
っ
て
、
高

額
な
治
療
費
の
ほ
か
、
交
通
費
等

も
嵩
み
、
経
済
的
に
も
身
体
的
に

も
負
担
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
考

え
る
。
治
療
内
容
、
通
院
回
数
、

通
院
先
医
療
機
関
な
ど
、
治
療
状

況
は
個
々
に
異
な
る
た
め
、
今
後

そ
れ
ら
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、

他
市
町
村
に
お
け
る
交
通
費
助
成

の
実
施
状
況
も
参
考
に
、
子
ど
も

を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
整
備
の

観
点
か
ら
、
交
通
費
等
の
助
成
の

必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

就
農
対
策
に
つ
い
て

問  

就
農
対
策
の
一
環
と
し
て
、

継
承
型
の
支
援
対
策
を
強
化
し
酪

農
地
帯
人
口
増
を
目
指
し
た
施
策

を
更
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
思

う
が
ど
う
か
。

答  

一
昨
年
、
設
立
さ
れ
た
全
道

組
織
の
「
農
場
継
承
を
支
援
す
る

会
」
で
は
、
離
農
希
望
者
と
新
規

就
農
希
望
者
の
双
方
を
登
録
し
調

整
し
た
上
で
、
新
規
就
農
者
が
継

ぐ
予
定
の
農
場
で
２
年
か
ら
３
年
、

技
術
や
経
営
な
ど
を
学
び
、
就
農

時
に
は
施
設
や
農
業
機
械
、
乳
牛

を
そ
の
ま
ま
受
け
継
ぐ
、
い
わ
ゆ

る
居
抜
き
方
式
で
、
就
農
時
の
投

資
額
の
軽
減
を
図
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
釧
路
町
村

会
が
主
導
す
る
地
域
づ
く
り
広
域

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
会
議
の
中
で

も
、担
い
手
の
育
成
確
保
に
向
け
、

居
抜
き
に
よ
る
経
営
継
承
な
ど
の

取
り
組
み
に
向
け
た
検
討
が
さ
れ

て
お
り
、
関
係
機
関
と
一
緒
に
な

っ
て
有
効
な
手
立
て
を
考
え
て
い

く
。労

働
契
約
法
に
つ
い
て

問  

民
間
で
は
無
期
雇
用
転
換
ル

ー
ル
が
４
月
に
向
け
て
始
め
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
町
職
員
で

有
期
雇
用
で
働
い
て
い
る
人
に
対

し
て
の
待
遇
改
善
も
含
め
、
こ
の

ル
ー
ル
を
取
り
入
れ
る
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

答  

労
働
契
約
法
第
22
条
の
規
定

に
よ
り
、
国
家
公
務
員
及
び
地
方

公
務
員
に
つ
い
て
は
、
労
働
契
約

法
は
適
用
し
な
い
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
町
職
員
の
有
期
雇
用
に
対

し
て
32
年
ま
で
に
見
直
し
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
ま
で

に
待
遇
改
善
も
含
め
考
え
て
い
く
。

この子らの笑顔を守りたい
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一 般 質 問

音
喜
多
政
東
議
員

地
方
交
付
税
と
町
税
の

見
通
し
に
つ
い
て
伺
う

11,822,965

117,825,782

14,023,181

123,753,524

16,169,544

134,689,650

18,375,567

146,487,469

17,012,536

137,493,988

22,172,780

157,832,618

25,882,673

161,084,892

31,953,488

178,115,880

31,934,138

190,350,626

35,581,398

215,901,162

33,995,745

275,658,400

39,905,854

284,838,416

48,123,032

312,805,530

50,309,705

336,838,095

52,593,934

353,395,150

4,401,173

44,025,778

5,736,156

44,801,232

4,879,043

45,062,729

6,418,881

41,986,056

4,658,799

37,153,042

37.2

37.4

40.9

36.2

30.2

33.5

34.9

28.7

27.4

27.0

40

240

40

240

40

242

40

254

40

273

厚岸町

機構全体

厚岸町

機構全体

厚岸町

機構全体

厚岸町

機構全体

厚岸町

機構全体

H28

H27

H26

H25

H24

12,218,185

99,099,178

13,888,667

102,090,493

14,166,442

99,068,672

14,534,212

96,219,890

14,984,126

97,035,665

7,817,012

55,073,400

8,152,511

57,289,261

9,287,399

54,005,943

8,115,331

54,233,834

10,325,327

59,882,623

35.3

34.9

31.5

35.6

29.1

30.3

25.4

28.5

29.0

27.7

35.9

35.9

34.8

35.8

29.4

31.7

28.9

28.6

28.5

27.5

年度 区分

引　　　継

件数 町税等※
町税等※

微収額 微収率

実　　　績

国保税 計
国保税

微収額 微収率

計

微収額 微収率

※税目～町道民税・固定資産税・軽自動車税・都市計画税　　※滞納整理機構全体には、道民税分を含む。

（単位：円、％）釧路・根室広域地方税滞納整理機構への引継・徴収実績

問　
地
方
交
付
税
の
交
付
状
況
は

近
年
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　
平
成
25
年
度
か
ら
29
年
度
で

は
、
何
れ
も
前
年
度
比
で
25
年
度

が
３
千
７
百
万
円
、
27
年
度
が
６

千
５
百
万
円
の
増
に
な
っ
て
い
る

が
、
26
年
度
で
９
千
８
百
万
、
28

年
度
で
３
千
６
百
万
、
29
年
度
で

４
千
万
円
の
減
と
な
っ
て
お
り
、

ト
ー
タ
ル
で
は
１
億
１
千
万
円
の

減
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
30
年
度

で
は
前
年
度
比
約
１
億
５
千
５
百

万
円
の
減
と
見
込
ん
で
い
る
。

問　
こ
の
間
の
影
響
度
と
対
処
法

は
。

答　
普
通
、
特
別
交
付
税
合
わ
せ

た
地
方
交
付
税
は
、
当
町
の
歳
入

予
算
の
約
４
割
を
占
め
、
財
政
運

営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
数
年
交
付

額
が
減
少
し
て
お
り
、
当
初
予
算

編
成
時
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、

各
種
基
金
を
取
り
崩
し
不
足
す
る

財
源
分
を
補
填
し
て
き
た
。
そ
の

基
金
の
取
り
崩
し
額
は
年
度
毎
に

事
業
と
財
源
状
況
に
よ
り
異
な
る

が
、
地
方
交
付
税
の
交
付
額
と
連

動
し
、
交
付
額
が
減
少
す
る
に
つ

れ
取
り
崩
し
額
が
増
え
、
平
成
25

年
度
で
の
基
金
か
ら
の
取
り
崩
し

額
は
３
億
９
千
８
百
万
円
に
対
し

平
成
30
年
度
で
は
約
７
億
５
千
６

百
万
円
と
な
り
、
こ
の
５
年
間
で

実
質
３
億
５
千
８
百
万
円
の
増
と

な
っ
て
い
る
。

問　
今
後
の
人
口
減
等
か
ら
見
通

し
は
。

答　
人
口
は
、
普
通
交
付
税
の
算

定
基
礎
項
目
の
１
つ
で
あ
り
、
人

口
減
少
傾
向
が
こ
の
ま
ま
推
移
し
、

基
準
財
政
収
入
額
や
算
定
方
法
が

改
正
さ
れ
な
い
限
り
普
通
交
付
税

が
減
少
す
る
。

問　
減
額
影
響
を
少
な
く
す
る
た

め
取
る
べ
き
施
策
は
何
か
。

答　
交
付
額
を
確
保
す
る
た
め
に

は
算
定
の
基
礎
数
値
を
適
格
に
捉

え
る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
た
め

の
関
係
部
署
と
の
連
携
を
図
る
一

方
で
、
財
政
運
営
上
の
影
響
を
少

な
く
す
る
た
め
、
基
金
等
の
残
高

を
確
保
し
て
い
く
。

問　
町
税
の
収
納
状
況
と
今
後
の

見
通
し
は
。

答　
平
成
28
年
度
決
算
で
収
納
率

は
現
年
と
滞
納
繰
越
分
合
わ
せ
て

94
・
４
％
で
過
去
最
高

と
な
り
、
今
年
度
も
年

度
途
中
で
は
あ
る
が
前

年
度
同
様
の
収
納
率
に

な
る
も
の
と
見
込
ん
で

い
る
。

問　
滞
納
整
理
機
構
の

近
年
の
実
績
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
徴
収
事
務
を
行
う

釧
根
管
内
11
町
村
で
構

成
す
る
滞
納
整
理
機
構

は
年
間
概
ね
２
４
０
件

程
度
を
引
き
受
け
て
い

る
。

そ
の
内
厚
岸
町
分
は
例

年
40
件
程
度
を
引
き
継

ぎ
、
徴
収
率
は
平
均
で

31
・
５
％
で
あ
る
。

問　
今
後
の
事
務
量
の

見
通
し
は
。

答　
構
成
団
体
ご
と
で

の
引
き
受
け
件
数
の
割

り
当
て
は
な
い
が
、
職

員
体
制
に
変
更
が
な
い
限
り
現
状

を
維
持
す
る
と
し
て
い
る
。
当
町

で
引
き
継
ぐ
事
案
の
選
定
は
累
積

滞
納
額
、
大
口
滞
納
、
税
の
公
平

さ
を
欠
く
事
案
等
滞
納
者
個
々
の

状
況
で
判
断
し
て
い
る
。
平
成
30

年
度
は
38
件
を
予
定
し
、
今
後
も

対
象
者
を
増
加
さ
せ
ぬ
よ
う
適
正

な
徴
収
事
務
に
努
め
る
。

Ｊ
Ｒ
花
咲
線
問
題
に
つ
い
て

問　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
花
咲
線
を
上

下
分
離
方
式
を
提
案
し
、
施
設
を

沿
線
自
治
体
が
管
理
す
る
こ
と
を

提
案
し
て
い
る
。
こ
れ
に
ど
の
様

な
考
え
で
臨
ま
れ
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
。

答　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
鉄
道
を
維
持

す
る
仕
組
み
と
し
て
、
「
設
備
の

見
直
し
や
ス
リ
ム
化
、
駅
の
廃
止

や
列
車
の
見
直
し
に
よ
る
経
費
の

節
減
」
、
「
運
賃
値
上
げ
に
よ
る

負
担
」
、
「
鉄
道
の
利
用
促
進
対

策
」
、
「
運
行
会
社
と
鉄
道
施
設

等
を
保
有
す
る
会
社
と
分
け
る
上

下
分
離
方
式
」
の
四
案
を
地
域
と

相
談
し
、
そ
の
上
で
輸
送
サ
ー
ビ

ス
の
鉄
道
と
し
て
維
持
す
べ
き
か

検
討
す
る
と
し
て
い
る
も
の
で
、

花
咲
線
に
特
化
し
て
上
下
分
離
方

式
を
提
案
し
て
い
る
も
の
で
は
な

い
。
現
在
、
釧
路
地
方
総
合
開
発

促
進
期
成
会
に
「
Ｊ
Ｒ
花
咲
線
・

釧
網
線
対
策
特
別
委
員
会
」
を
設

置
し
、
花
咲
、
釧
網
両
線
区
を
存

続
さ
せ
る
こ
と
で
意
思
統
一
が
さ

れ
線
区
存
続
の
た
め
協
議
し
て
い

る
。
ま
た
、
根
室
地
方
総
合
開
発

期
成
会
と
も
花
咲
線
の
線
区
を
存

続
さ
せ
る
こ
と
で
共
通
認
識
を
持

ち
、
具
体
的
な
事
項
は
今
後
協
議

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
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一 般 質 問

消
防
団
応
援
と

火
葬
場
条
例
に
つ
い
て

竹
田
敏
夫
議
員

問　
火
葬
場
の
使
用
料
は
、
町
内

・
町
外
、
そ
れ
ぞ
れ
条
例
で
定
め

て
お
り
ま
す
が
、
町
外
料
金
は
、

あ
く
ま
で
も
本
人
の
理
由
で
、
町

外
で
使
用
す
る
時
に
発
生
す
る
も

の
と
理
解
す
る
が
、
た
と
え
ば
町

側
の
理
由
で
町
民
が
使
用
で
き
な

い
と
き
、
町
民
は
や
む
な
く
町
側

の
指
示
で
他
市
町
村
で
の
使
用
に

な
り
、
結
果
、
町
外
料
金
に
な
る
。

こ
の
こ
と
は
条
例
に
従
っ
て
正
し

い
解
釈
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
町

民
と
し
て
は
納
得
の
い
か
な
い
こ

と
に
な
る
が
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

町
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
本
町
の
火
葬
場
使
用
料
は
火

葬
場
条
例
第
３
条
で
規
定
し
て
お

り
、
「
町
内
使
用
料
は
、
死
亡
時

に
厚
岸
町
に
住
所
を
有
し
て
い
た

者
又
は
厚
岸
町
に
住
所
を
有
す
る

者
が
出
産
し
た
死
産
児
等
の
場
合

に
適
用
す
る
。
」
、
ま
た
「
町
外

使
用
料
は
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に

適
用
す
る
。」
と
し
て
お
り
ま
す
。

12
歳
以
上
の
使
用
料
は
、
町
内
使

用
料
で
１
万
２
千
円
、
町
外
使
用

料
で
２
万
４
千
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ご
質
問
に
あ
り
ま
す
「
町
側
の

指
示
で
や
む
な
く
他
市
町
村
で
の

使
用
に
な
り
、
結
果
、
町
外
料
金

に
な
る
こ
と
は
条
例
に
従
っ
て
正

し
い
解
釈
に
な
る
の
か
」
と
の
こ

と
で
す
が
、
こ
の
条
例
は
本
町
の

火
葬
場
を
使
用
す
る
場
合
の
使
用

料
の
み
を
定
め
て
お
り
ま
す
の
で
、

町
外
の
火
葬
場
を
使
用
し
た
場
合

は
、
そ
の
市
町
村
の
条
例
に
基
づ

く
使
用
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

問　
町
民
と
し
て
は
納
得
の
い
か

な
い
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
町
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

答　
施
設
の
改
修
の
た
め
火
葬
場

を
休
止
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
、
町
広
報
誌
や
各
自
治
会
及

び
管
内
の
葬
儀
社
へ
の
周
知
を
行

い
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
厚
岸
町
斎
場
は
昭
和

61
年
12
月
の
完
成
か
ら
30
年
以
上

が
経
過
し
、
今
後
も
施
設
の
延
命

化
を
図
る
た
め
の
改
修
工
事
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
火
葬
場
を
休
止
し

な
い
工
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
が
、
工
事
内
容
や
突
発
的
な
事

故
に
よ
り
休
止
せ
ざ
る
を
得
な
い

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
町

の
火
葬
場
が
使
用
で
き
な
い
こ
と

に
よ
り
町
外
で
火
葬
さ
れ
た
場
合

の
助
成
制
度
に
つ
い
て
、
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願

い
ま
す
。

消
防
団
応
援
の

店
登
録
に
つ
い
て

問　
消
防
団
員
の
利
用
に
よ
り
新

た
な
販
売
促
進
へ
の
可
能
性
も
広

が
り
ま
す
。
災
害
時
な
ど
大
き
な

力
を
発
揮
す
る
消
防
団
で
す
の
で
、

町
と
し
て
も
最
大
限
の
協
力
を
す

べ
き
と
思
い
ま
す
。
厚
岸
町
で
、

こ
の
消
防
団
応
援
の
店
登
録
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

答　
消
防
団
応
援
の
店
の
登
録
に

つ
い
て
は
、
地
域
防
災
の
役
割
を

担
う
消
防
団
員
を
応
援
す
る
た
め
、

北
海
道
と
北
海
道
消
防
協
会
が
連

携
し
事
業
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
企
業
や
飲
食
店
等
の
事
業
所

の
協
力
の
も
と
北
海
道
全
体
で
消

防
団
員
を
応
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災

力
の
充
実
強
化
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
は
昨
年
の
10

月
１
日
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
ま
す

が
、
厚
岸
消
防
署
で
は
、
今
後
、

釧
路
東
部
消
防
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
企

業
や
飲
食
店
等

の
事
業
所
の
防

火
査
察
時
に
は
、

事
業
の
趣
旨
を

説
明
し
協
力
を

お
願
い
し
て
い

き
た
い
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま

す
。

問　
北
海
道
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、
登
録
用

紙
は
出
て
く
る

が
、
そ
の
先
ど

こ
に
申
し
込
め

ば
い
い
の
か
が

不
明
で
あ
る
。

厚
岸
の
場
合
、

ど
こ
を
窓
口
に

し
て
い
る
の
か
。

答　
北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
「
消
防
団
応
援

の
店
」登
録
申
請
書
の
下
段
に
は
、

申
請
書
は
、
事
業
所
が
所
在
す
る

消
防
本
部
・
消
防
署
又
は
北
海
道

庁
危
機
対
策
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
と
表
示
を
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
本
町
で
は
、
厚
岸
消
防
署
が

窓
口
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
町
と
し
て
経
済
効
果
な

ど
を
考
え
る
と
当
町
し
て
も
協
力

し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。
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視 察 報 告

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
先
進
地
行
政
視
察
報
告

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
先
進
地
行
政
視
察
報
告

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
先
進
地
行
政
視
察
報
告

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
先
進
地
行
政
視
察
報
告

　

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
の
行
政

視
察
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

日
程
、
視
察
先
、
調
査
事
項
は
次

の
と
お
り
で
す
。

平
成
29
年
10
月
11
日
㈬

音
威
子
府
村

お
と
い
ね
っ
ぷ
美
術
工
芸
高
校

　
「
奇
蹟
の
学
校
」
と
言
わ
れ
る
、

北
海
道
お
と
い
ね
っ
ぷ
美
術
工
芸

高
校
を
訪
ね
た
。

　

音
威
子
府
村
は
上
川
地
方
北
部

に
位
置
す
る
人
口
７
９
０
人
の
村

で
道
内
で
一
番
小
さ
な
村
と
言
わ

れ
る
。

　

こ
の
高
校
の
定
員
は
１
２
０
名
、

全
員
村
外
か
ら
の
入
学
者
で
、
道

外
か
ら
の
生
徒
も
多
い
。

工
芸
科
単
科
の
高
校
で
工
芸
と
美

術
コ
ー
ス
制
の
村
立
全
日
制
高
校

で
あ
る
。

　

作
品
の
制
作
レ
ベ
ル
は
高
く
、

全
国
大
会
の
常
連
校
と
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
作
品
製
作
に
要
す
る

画
材
、
資
材
、
工
具
は
全
て
村
が

取
り
そ
ろ
え
る
。
ま
た
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
・
レ
ク
サ
ン
ド
高
校
と
姉
妹

校
で
毎
年
双
方
か
ら
の
体
験
入
学

を
行
う
。

　

寮
は
完
備
し
て
お
り
、
生
徒
全

員
が
寮
生
活
を
行
っ
て
い
る
。
就

職
先
も
多
方
面
に
わ
た
り
、
進
学

者
も
多
く
、
筑
波
大
、
日
大
、
多

摩
美
大
、
道
教
育
大
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
。
学
校
の
運
営
経
費
は
交

付
税
処
置
さ
れ
る
も
の
の
基
準
額

の
み
で
、
実
際
に
は
不
足
分
１
億

７
０
０
万
円
を
音
威
子
府
村
が
負

担
し
て
い
る
。
理
事
者
は
そ
の
意

義
を
丁
寧
に
説
明
し
、
学
校
を
村

お
こ
し
の
中
心
に
据
え
て
い
る
。

　

村
民
約
８
０
０
人
の
内
１
４
０

人
が
学
校
関
係
者
で
あ
り
、
若
者

で
あ
る
。
村
づ
く
り
施
策
の
中
心

に
位
置
す
る
高
校
の
、
そ
の
経
済

波
及
効
果
、
村
の
活
性
化
へ
の
影

響
は
大
き
い
。

10
月
12
日
㈭

下
川
町

地
域
資
源
を
利
用
し
た
産
業
振
興

と
福
祉
の
充
実

　

下
川
町
は
横
浜
市
、
北
九
州
市

な
ど
と
と
も
に
環
境
未
来
都
市
に

選
定
さ
れ
て
い
る
。
今
ま
で
進
め

て
き
た
循
環
型
森
林
経
営
を
基
礎

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
立
と
超
高
齢

化
社
会
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な

地
域
社
会
を
目
指
し
て
い
る
。

　

下
川
町
は
昭
和
28
年
以
来
毎
年

国
有
林
の
買
い
付
け
を
行
い
、
現

在
人
工
林
３
０
５
９
㌶
を
有
す
る
。

こ
れ
を
60
区
画
に
分
け
毎
年
１
区

画
の
伐
採
を
行
い
、
60
年
周
期
で

伐
採
植
林
育
成
を
繰
り
返
す
「
循

販
売
を
行
っ
て
い
る
。

　

過
疎
化
、
高
齢
化
の
進
む
集
落

で
は
、
点
在
す
る
住
宅
の
老
朽
化

が
大
き
な
問
題
と
な
る
。
町
で
は

住
民
と
相
談
し
、
こ
の
地
区
で
暮

ら
す
こ
と
を
目
的
に
、
独
立
家
屋

を
廊
下
で
つ
な
い
だ
形
の
集
合
住

宅
を
造
り
、
集
約
化
を
図
っ
た
。

暖
房
給
湯
は
熱
供
給
施
設
か
ら
供

給
す
る
。
冬
で
も
暖
か
く
、
火
の

心
配
も
な
い
と
好
評
で
あ
る
。

　

ま
た
集
落
の
担
い
手
と
し
て
平

成
22
年
か
ら
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
を
導
入
し
、
廃
屋
の
撤
去
、

除
雪
支
援
、
見
守
り
、
買
い
物
支

援
、
地
域
食
堂
、
施
設
管
理
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
こ
の
地
区
に
移
住
し
て

来
る
若
者
も
あ
り
、
新
た
な
地
域

の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
。

環
型
森
林
経
営
」
を
行
い
、
安
定

し
た
原
木
の
供
給
、
雇
用
の
確
保

を
図
っ
て
い
る
。

　

森
林
資
源
は
大
径
木
か
ら
、
破

砕
炭
と
し
て
利
用
す
る
枝
や
端
材
、

蒸
留
し
て
精
油
と
す
る
葉
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
に
す
る
林
地
残

材
に
至
る
ま
で
余
す
と
こ
ろ
な
く

利
用
す
る
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を

11
基
設
置
し
、
全
公
共
施
設
熱
需

要
の
63
％
を
ま
か
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
化
石
燃
料
と
比
べ
、

年
１
９
０
０
万
円
の
経
費
節
減
が

図
れ
た
。
こ
の
半
分
を
ボ
イ
ラ
ー

更
新
費
用
と
し
て
積
み
立
て
、
残

り
を
子
育
て
支
援
財
源
に
充
て
て

い
る
。

　

超
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
予
約
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
て
い
る
。
バ

ス
利
用
者
は
年
５
千
人
を
、
タ
ク

シ
ー
利
用
者
は
１
万
３
千
人
を
超

え
、
年
々
増
加
し
て
い
る
。

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
と
セ
ン
サ
ー

を
利
用
し
た
高
齢
者
の
安
否
確
認

を
行
っ
て
い
る
。
一
定
時
間
居
住

者
の
動
作
が
感
知
で
き
な
い
場
合
、

呼
び
か
け
や
訪
問
を
行
い
安
否
を

確
認
す
る
。
テ
レ
ビ
電
話
に
よ
る

見
守
り
や
相
談
を
行
う
。
買
い
物

支
援
と
し
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
運

営
す
る
自
動
車
を
利
用
し
た
移
動
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奈
井
江
町

病
院
建
物
内
に
設
置
し
た
サ
ー
ビ

ス
付
高
齢
者
住
宅
「
あ
ん
し
ん
」

  
平
成
27
年
病
院
再
編
計
画
に
伴

い
空
き
病
棟
と
な
る
３
階
を
サ
ー

ビ
ス
付
高
齢
者
住
宅
と
し
た
。
入

居
定
員
は
25
名
、
単
身
用
２
種
と

夫
婦
用
が
あ
る
。

　

入
居
室
に
は
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
、

ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン
、
洗
面
台
、
ト
イ

レ
、エ
ア
コ
ン
等
が
設
置
さ
れ
る
。

共
同
利
用
施
設
と
し
て
浴
室
、
ラ

ウ
ン
ジ
、
食
堂
が
あ
り
、
元
々
が

病
院
で
あ
る
た
め
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
は
完
備
し
て
い
る
。
病
院
と
は

動
線
が
交
わ
ら
な
い
よ
う
工
夫
さ

れ
、
玄
関
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
別

と
な
っ
て
い
る
。

　

転
倒
や
誤
飲
な
ど
「
サ
髙
住
」

に
お
け
る
事
故
は
少
な
く
な
い
が
、

利
用
者
か
ら
は
病
院
内
の
施
設
で

あ
り
安
心
で
き
る
と
の
話
も
聞
い

た
。

  

奈
井
江
町
は
全
国
で
も
有
数
の

地
域
医
療
体
制
を
築
い
て
き
た
町

と
し
て
知
ら
れ
、
病
診
連
携
開
放

型
共
同
利
用
病
床
の
実
施
に
よ
り

町
内
の
診
療
所
と
の
連
携
を
強
め
、

砂
川
市
立
病
院
と
は
、
医
師
の
派

遣
、
病
床
の
有
効
利
用
、
患
者
の

紹
介
、
医
療
機
器
の
共
同
利
用
、

医
療
情
報
の
共
有
化
等
に
つ
き
、

協
定
を
結
び
医
療
連
携
を
推
進
し

て
い
る
。

  

病
院
建
物
内
の
「
サ
髙
住
」
設

置
は
全
国
的
に
例
が
な
く
、
医
師

の
理
解
を
得
、
完
全
に
隔
絶
し
た

構
造
を
求
め
る
国
と
の
折
衝
に
苦

労
し
た
が
、
現
場
で
住
民
が
必
要

と
す
る
も
の
を
実
現
す
る
姿
勢
を

貫
い
た
と
言
う
。

10
月
13
日
㈮

東
川
町

移
住
定
住
促
進
政
策

　

東
川
町
は
住
み
や
す
い
町
と
し

て
知
ら
れ
、
若
者
の
転
入
が
多
く

人
口
の
増
加
し
て
い
る
数
少
な
い

町
と
さ
れ
る
。

　

東
川
町
で
は
町
が
土
地
を
取
得

し
、
計
画
的
に
分
譲
地
を
造
成
し

町
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
景
観
や
住
み
や
す
さ
を
配
慮
し

て
１
区
画
１
１
０
坪
と
し
、
隣
地

と
の
間
に
は
16
㍍
幅
の
緑
地
帯
を

設
け
る
。
ま
た
町
民
の
住
宅
建
築

に
対
し
て
は
景
観
住
宅
建
築
支
援
、

二
世
帯
居
住
推
進
事
業
補
助
金
、

高
齢
者
世
帯
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
、

新
規
起
業
者
支
援
、
民
間
賃
貸
住

宅
建
築
支
援
な
ど
各
種
の
手
厚
い

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

写
真
の
町

　

東
川
町
は
「
写
真
の
町
」
と
し

て
有
名
だ
が
、
昭
和
60
年
、
一
村

一
品
運
動
の
盛
ん
な
中
、
町
お
こ

し
を
文
化
の
発
信
に
求
め
、
写
真

の
町
宣
言
を
行
い
、「
自
然
」「
文

化
」「
人
と
の
出
会
い
」
を
町
づ

く
り
の
基
本
と
し
て
各
種
の
施
策

を
展
開
し
て
い
る
。　
　

　
「
東
川
町
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
」

は
全
体
の
会
期
を
１
ヶ
月
と
し
、

授
賞
式
を
中
心
に
受
賞
作
家
作
品

展
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ス
ト
リ
ー

ト
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
写
真
と

音
楽
の
コ
ラ
ボ
な
ど
多
数
の
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。「
写
真
甲

子
園
」
は
全
国
の
高
校
写
真
部
な

ど
を
対
象
に
し
て
行
わ
れ
、
平
成

29
年
は
参
加
校
５
２
６
校
と
な
っ

た
。
予
選
は
作
品
の
応
募
で
行
わ

れ
、
本
選
は
７
月
の
４
日
間
、
大

雪
山
国
立
公
園
一
帯
の
決
め
ら
れ

た
ポ
イ
ン
ト
で
撮
影
し
た
作
品
に

よ
る
。

　

宣
言
か
ら
30
年
を
契
機
に
高
校

生
国
際
交
流
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
、交
流
の
輪
を
広
め
、

東
川
町
の
魅
力
を
世
界
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
る
。

国
際
交
流
・
国
際
教
育

　
「
写
真
の
町
」
宣
言
を
契
機
に
、

世
界
に
開
か
れ
た
町
づ
く
り
を
す

す
め
、
平
成
８
年
「
国
際
交
流
の

町
」
の
指
定
を
受
け
る
。
高
校
生

国
際
交
流
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

や
東
川
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
な
ど
を
通
じ
多
く
の
外
国
人
や

異
文
化
と
の
交
流
が
図
ら
れ
る
。

開
発
学
校
の
指
定
を
受
け
た
。
こ

れ
は
指
導
要
領
に
よ
ら
な
い
独
自

の
教
育
を
特
例
で
認
め
る
も
の
で
、

今
年
度
か
ら
東
川
独
自
の
国
際
教

育
「
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ｅ
」
を
創
設
す
る
。

「
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ｅ
」
は
自
国
の
文
化

や
伝
統
へ
の
理
解
を
深
め
、
異
な

る
習
慣
や
文
化
を
持
っ
た
人
々
と

共
に
生
き
て
い
く
た
め
に
「
人
間

尊
重
の
精
神
を
基
調
と
す
る
国
際

感
覚
」
養
い
、「
国
際
社
会
に
通

用
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
」
の
向
上
を
図
る
東
川
独
自
の

教
科
と
さ
れ
る
。

カ
ナ
ダ
、
ラ
ト
ビ
ア
、
韓
国
な
ど

の
町
と
姉
妹
都
市
協
定
を
結
び
交

流
を
深
め
て
い
る
。
台
湾
、
タ
イ
、

中
国
、
韓
国
に
海
外
事
務
所
を
設

置
し
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
行

っ
て
い
る
。
平
成
27
年
に
は
、
日

本
初
の
公
立
日
本
語
学
校
を
開
校

し
た
。

　
「
語
学
指
導
を
行
う
海
外
青
年

招
致
事
業
」
を
活
用
し
、Ａ
Ｌ
Ｔ

等
の
国
際
教
育
指
導
員
を
15
名
配

置
し
て
国
際
教
育
の
充
実
を
図
っ

て
い
る
。

　

文
科
省
よ
り
平
成
29
年
度
研
究
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議会の動き

1月24日から4月23日まで議 会 の 動 き（各議員の出席状況）

会
議
種
類

開
催
日
数

委
　
　
　
員
　
　
　
会
　
　
　
等

本
会
議

開 催 日
・

期 　 間
会　議　名　称

議　員　氏　名  （議席順）

大
野
　
利
春

中
屋
　
　
敦

堀
　
　
　
守

竹
田
　
敏
夫

室
﨑
　
正
之

音
喜
多
政
東

南
谷
　
　
健

佐
々
木
敬
治

杉
田
　
尚
美

中
川
　
孝
之

佐
々
木
亮
子

佐
藤
　
淳
一

石
澤
由
紀
子

○

　

○

○

─

○

─

○

○

─

○

○

─

─

○

─

７

　

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

○

　

○

○

─

○

─

○

○

─

○

○

─

─

○

─

○

　

─

欠

○

公

○

○

○

─

○

○

─

○

─

─

○

　

─

○

○

○

○

○

○

─

○

○

─

欠

─

─

○

　

○

○

─

欠

─

○

○

─

○

○

─

─

○

─

○

　

─

○

○

○

○

○

○

─

欠

○

─

○

─

─

○

　

─

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

─

○

○

　

○

○

─

○

─

○

○

○

○

○

○

─

○

○

○

　

─

○

○

欠

○

○

○

○

○

○

○

○

─

○

○

　

─

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

─

○

○

　

○

○

─

公

─

○

○

○

欠

○

○

○

○

○

○

　

○

○

─

○

─

○

○

○

○

○

○

─

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

─

○

○

─

○

○

─

第１回 定例会

第１回 総務産業常任委員会

第２回 議員協議会

第２回 厚生文教常任委員会

第３回 議員協議会

第３回 厚生文教常任委員会

第４回 議員協議会

第１回 議会運営委員会

第３回 広報特別委員会

第２回 議会運営委員会

第５回 議員協議会

第４回 広報特別委員会

第４回 厚生文教常任委員会

第２回 総務産業常任委員会

第５回 広報特別委員会

3月7日～15日

2月 8日

2月 9日

2月1 4日

2月2 2日

2月2 8日

3月 5日

3月 5日

3月 8日

3月 9日

3月1 5日

3月1 6日

4月1 1日

4月1 8日

4月２3日

訂 　 正
　２月発行の議会だより№107
において14ページに掲載され
た「年頭にあたって」の文章中、
九州北部豪雨での死者・行方不
明者数を4141人と掲載してい
ますが正しくは41人です。おわ
びして訂正します。

◆
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

杉　

田　

尚　

美

副
委
員
長　

佐
々
木　

亮　

子

委　
　

員　

音
喜
多　

政　

東

委　
　

員　

南　

谷　
　
　

健

委　
　

員　

佐
々
木　

敬　

治

委　
　

員　

中　

川　

孝　

之委員会メンバー


